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「文藝学校」講演会の記録（第 1 回～第 15 回） 
 
 





日 時 平成 15 年 10 月 4 日（日） 午後 1：30～4：30 
10 月 5 日（日） 午後 1：30～4：30 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール（第 1 日） 
















































日 時 平成 16 年 10 月 30 日（土） 午後 2：00～4：00 





















日 時 平成 17 年 10 月 29 日（土） 午後 1：30～4：15 




















日 時 平成 18 年 10 月 14 日（日） 午後 2：00～5：00 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
 



















日 時 平成 19 年 10 月 7 日（日） 午後 1：30～4：40 
















日 時 平成 20 年月 27 日（土） 午後 1：30～4：40 






















日 時 平成 21 年 10 月 31 日（土） 午後 1：30～4：40 




















日 時 平成 22 年 10 月 30 日（土） 午後 1：30～4：40 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
 
【演題 1】近代日本文学とフランス文学との違いについて 























日 時 平成 23 年 10 月 29 日（土） 午後 1：30～4：40 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
  
【演題 1】フランス文学の名作を読む  





【演題 2】＜文学の街＞以前―今川了俊『道ゆきぶり』の「尾道」―  

















日 時 平成 24 年 10 月 27 日（土） 午後 1：30～5：00 
10 月 28 日（日） 午前 10：00～午後 1：00 




【講師】松本 陽正（広島大学文学研究科教授）  
【要旨】文庫本の売上総部数第 1 位は、漱石『こゝろ』(1914) でしょう。なぜこんなに人
気があるのでしょうか？ その秘密を次のようなさまざまな角度から探ってみます。(1) 
読みやすさ (2) 時代を先取りする試み：匿名性など (3) テーマの普遍性 (4) 先生
の〈こころ〉の緻密な分析とその手法の斬新さ (5) 日本人のメンタリティーに合致し







































【演題 3】哲学 ― 時代を凝視する思索 









日 時 平成 25 年 11 月 23 日（土・祝） 午後 1：30～5：00 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
   
【演題 1】アメリカ文学とは何か  







【演題 2】話すということ  
【講師】高永 茂（広島大学文学研究科教授）  
【要旨】「話す」という行為は「書く」と対比的にとらえられますが、その内実はずいぶ
んと違っています。「話す」ことについて言語、副言語、非言語（ジェスチャー）とい





【演題 3】簾を上げた清少納言  








日 時 平成 26 年 11 月 8 日（土） 午後 1：30～5：00 






























日 時 平成 27 年 7 月 19 日（日） 午前 10：30～午後 5：00 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
 
【演題 1】多和田葉子――「言葉」は穴だらけ 







【講師】有元 伸子（日本・中国文学語学講座 教授） 



























【演題 5】サルトル「壁」― ＜実存＞について考える 









日 時 平成 28 年 7 月 18 日（月・海の日） 午前 10：30～午後 4：00 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
 
【演題 1】米子のお寺が小説に―鳥取出身の国文学者・池田亀鑑― 

















【講師】今林 修（欧米文学語学・言語学講座 教授） 
【要旨】なぜ動詞 go の過去形は went なのでしょうか。Be 動詞以外に、go-went-gone のよ
うに非常に不規則に変化する動詞をご存知ですか。 
 次に、下の英文の下線部に注目してください。 
(a) I like him very much. 




(c) I like him (the) best of all the boys. 
 たしか、中学校で much の比較級は more、最上級は most と習ったはずなのに、なぜ(b)




【演題 4】ムラ社会は“悪”なのか?! -「ムラの日本史」＝中国との対比のなかで- 













日 時 平成 29 年 7 月 30 日（日） 午前 10：30～午後 5：00 
場 所 本の学校 2 階 多目的ホール 
 
【演題 1】あなたの知らない猫の世界 ―猫と英文学、猫とヒトの時空間 



















【演題 3】「梓弓」の女の運命 ―『伊勢物語』に描かれた女性訓 









【講師】衛藤 吉則（応用哲学・古典学講座 教授） 
【要旨】今日、私たちの生活では、人と人、国と国との間で様々な不和が生じています。
西晋一郎は、「異質な者が異質なまま、より善く共存できる」思想の道筋を私たちに描
いてくれています。そのためには、どうも、「自己や他者への気づき」を深めることが
大切なようです。ご一緒に考えてみましょう。 
 
【受験相談会】 
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